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対象行為 
対象規模 

景観重点区域Ⅰ 景観重点区域Ⅱ 景観重点区域Ⅲ 景観形成一般区域 

建築物の建築等 
高さ 5ｍ超または 

延べ面積 10㎡超 
高さ 10ｍ超または延べ面積 150㎡超 

高さ 15ｍ超または 

延べ面積 3,000㎡超 

工作物の

建設等 

塔状工作物Ⅰ 高さ 5ｍ超 高さ 10ｍ超 高さ 15ｍ超 

壁状工作物 
柵：長さ 3ｍ超 

擁壁・塀等：高さ 2ｍ超 
高さ 10ｍ超 

太陽光発電設備 築造面積 100㎡超 築造面積 500㎡超 築造面積 3,000㎡超 

開発行為 開発区域面積 500㎡超 開発区域面積3,000㎡超 

 

■色彩基準＜抜粋概略＞・・・詳細は景観計画 P21～P２２ 

対象 
景観形成基準 

景観重点区域Ⅰ 景観重点区域Ⅱ 景観重点区域Ⅲ 景観形成一般区域 

建

築

物

の

建

設

等 

形

態

意

匠 

屋根 

形状 

【視点場から一定の範囲】 

切妻・入母屋・寄棟の勾配屋根(3/10～

6/10の勾配)とする。 

【その他の範囲】 

切妻・入母屋・寄棟・差し掛け・片流れ・陸屋

根とする。 

 
歴史的風土や周辺の景

観と調和した色彩、全

体的にまとまりのある

外観 

色彩 
歴史的風土や周辺の景観と調和した色彩とし、色彩基準に基づく

もの 

外観 色彩 
歴史的風土や周辺の景観と調和した色彩とし、基調色・従属色(外壁各面の面積の 1/5 以

内)・アクセント色(外壁各面の面積の 1/20以内)は色彩基準に基づくもの 

建築

設備 

太陽光

発電設

備 

建築物等と一体的に設置し、突出部分を最

小限にする 

低明度、低彩度、低反射のものを使用 

突出部分が最小限

になるように配慮 

低明度、低彩度、低

反射のものを推奨 

公共空間から目立たな

い位置への配置に配慮

する 

高さ 

10m以下 13ｍ以下 
周囲の景観から突

出しない 
 太陽光発電設備等を含めた高さを、高さの

最高限度とする 

工

作

物

の

建

設

等 

塔状工作

物Ⅰ 

形態意匠 歴史的風土や周辺の景観と調和した形態意匠とする 

高さ 10m以下 13m以下 
周囲の景観から突

出しない 
 

壁状工作

物 
形態意匠 

歴史的風土や周辺の景観と調和した形態意匠(公共空間から視認

できる金属素材の柵・塀は色彩基準に基づく) 

歴史的風土や周辺の景

観と調和した形態意匠 

太陽光発

電設備 
色彩 低明度、低彩度、低反射のものを使用 

高明度、高彩度の色彩

を避ける 

開発行為 のり面や擁壁ができる限り生じないよう努める 

 

市民が主体となり地域特性に

応じた景観まちづくり 

■色彩基準の例 

「むなかたの景観」を未来へ紡ぐ

持続可能な景観まちづくり 

地域特性と多様な要素間のつなが

りを大切にした景観まちづくり 

対象区域 景観誘導対象 主な制限項目 届出対象行為 

景観計画

区域 

景観重点区域外 

（景観形成一般区域） 
建築物、工作物、

開発行為等 

形態意匠、色彩 大規模な建築物、工作物等の行為 

景観重点区域内 形態意匠、色彩、高さ 一定規模以上の建築物、工作物等の行為 

 

４．行為の制限に関する事項 

（２）計画の区域・・・ 宗像市全域 

２．基本方針 

（１）景観まちづくりの目指す姿 

（２）準景観地区 

（２）景観まちづくりの基本方針・・・ 

海・山・川と歴史がつながる「むなかたの景観」を市民全員で守り育てる 

区

分 

景観重点区域Ⅰ 

景観重点区域Ⅱ 

景観重点区域Ⅲ 

 

（３）景観形成方針 

方針① 

構成資産内外の重要な眺望景観を保全するた

め、主要な眺望景観の視点場を設定します。 

方針② 方針③ 

景観まちづくりの目指す姿を実現するため、３つの方針を掲げ、

景観まちづくりを実践します。 

３．景観重点区域 
世界遺産の緩衝地帯を、本市の景観上特に重要な区域と位置付け、景観重点区域として設定し、より積極的に

景観形成を図ります。 

宗像市景観計画 概要版 

１．景観計画について 

本市は、自然景観、都市景観など、様々な景観要素でまちが彩られています。また、まちの成り立ちや長年の歴史・

文化も大きく関わっており、その総体が本市を形づくっています。これらの要素が一つの市域の中で調和して存在し

ていることが、本市の景観の特徴であり、本市の個性や魅力などになっています。そのような景観を今後も守り育て

ていくため、本市は、平成 25年（2013）8月に景観法に基づく景観行政団体となり、平成 26年（2014）7月に策

定・制定した景観まちづくりプランや景観計画、景観条例により景観まちづくりを進めてきました。 

令和 6 年度（2024）に景観まちづくりプランの最終年度を迎え、今後も引き続き、将来像の実現に向けた取組み

を推進するため、基本方針や景観形成のルールなどを定める、これまでの景観まちづくりプランと景観計画が一体

となった新たな「宗像市景観計画」を策定します。 

８
エ
リ
ア 

３
軸 

本市の景観を８つのエリアに分け、それぞれの特性に

合わせた景観形成を目指します。 

各エリアの景観資源間に「つながり」を形成し、市全域

として魅力を高めるため、３つの軸を設定します。 

（３）視点場 （１）景観重点区域の区分 

（１）計画策定の背景・目的 

① 御嶽山展望台 

② 沖津宮遙拝所 

③ 辺津宮の高宮祭場 

④ 亀石橋～神湊港渡船ターミナル間の道路 

⑤ 神湊港渡船ターミナル～大島港渡船ター

ミナル間の渡船航路 

（３）景観形成基準＜抜粋概略＞・・・詳細は景観計画 P16～P25 

大島は、法的な土地利用規制が一部

に限られているため、景観法の基づ

く準景観地区を指定します。 

※準景観地区とは 

景観法に基づき、都市計画区域外におい
て良好な景観をより積極的に保全してい
くことを目的に指定する地区のこと。 

（２）届出対象となる行為と規模＜抜粋概略＞・・・詳細は景観計画 P２６～P２９ 

（１）景観形成方針の仕組み 

市全域における建築物の建築行為等を対象に、行為の制限を定め、良好な景観形成を図ります。 

部
位 

色相 明度 彩度 
従属色・アクセント色の彩度 

景観重点区域Ⅰ 景観重点区域Ⅱ･Ⅲ 

屋
根 

R・YR・Y 

6以下 

3以下 

 N  

GY ・G ・ BG ・
B・PB・P・RP 

1以下 

外
壁 

R・YR・Y 

8.5以下 

3以下 4以下 5以下 

N    

GY ・G ・ BG ・
B・PB・P・RP 

1以下 2以下 3以下 

 

赤字・・・今回の主な見直し項目 
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５．景観資源等の活用に関する事項 

地域の自然、歴史、文化などからみて景観上の特徴を有し、良好な景観形成において重要な役割を果たす建造

物や樹木を「景観重要建造物・樹木」として指定し、保全、活用を図ります。 

 

（１）景観重要建造物・樹木に関する方針 

良好な景観を形成する上で重要な公共施設を景観重要公共施設として指定し、本市の景観形成の模範となる

よう取組みを進めます。 

（２）景観重要公共施設に関する方針 

屋外広告物は、建築物等と同様に良好な景観を形成するために重要な要素であることから、本計画における

建築物等の景観誘導と連携した屋外広告物の規制・誘導を推進し、「宗像市屋外広告物条例」により、景観計画区

域である市全域において、屋外広告物の表示等に対する制限を行います。 

（３）屋外広告物に関する方針 

６．計画の推進体制 
良好な景観形成を実現するためには、市民、事業者、市が共通の認識に立ち、目標実現に向けた取り組みをと

もに行う協働のまちづくりを進めることが必要です。市は、協働のまちづくりを支える仕組みの充実等により、市

民や事業者などの景観まちづくりに関する理解を深め、市民の主体性を育みつつ、良好な景観形成の実現を図っ

ていきます。 

また、本計画は、本市の魅力ある景観を未来に向け持続可能なものとするため方針や基準等を定めており、今

後、上位計画等の大幅な見直しや、経済活動、観光振興、脱炭素社会の推進など社会的課題への対応、その他景

観形成に関する状況の変化等が生じた際は、必要に応じて計画の見直しを検討します。 

公表 

罰則 

■届出の流れ・・・詳細は景観計画 P30～P３１ 

⑥
行
為
の
着
手 

大島港 

⑦
完
了
届 

神湊港 

神湊交差点付近 

勧告 

亀石橋 

（視点場④：   ＋   ） 

変更命令 

■景観重点区域と一定の範囲 

景観重点区域Ⅰ 景観重点区域Ⅱ 

 

 

＜ 視点場から一定の範囲 内 ＞ 

⑤
適
合
通
知 

建築できる屋根形状 

切妻・寄棟・入母屋屋根に加え、 

片流れ・差し掛け・陸屋根の建物を建てることができます。  

一 定 の 範 囲 

視点場から 200ｍの範囲 

視点場④の景観重点区域Ⅱにお

いては、30ｍの範囲 

視点場から 200m範囲内 

 

景観重点区域Ⅰ：道路中心線

より 200m範囲内 

景観重点区域Ⅱ：道路中心線

より 30m範囲内 

 

＜ 視点場から一定の範囲 外＞ 

 

計画変更 

助言・指導 

①
事
前
相
談 

①御嶽山展望台 

②沖津宮遙拝所 

③高宮祭場 

④亀石橋～神湊港渡船ター 

ミナル間の道路 

⑤神湊港渡船ターミナル～ 

大島港渡船ターミナル間 

の渡船航路 

片流れ屋根 差し掛け屋根 

②
事
前
協
議 

陸屋根 

④
審
査 

＜ 建築可能な屋根形状 ＞ ※景観重点区域Ⅲ・景観形成一般区域は規制なし 

※
設
計･

計
画
の
変
更
が
可
能
な
時
期 

※
設
計･

計
画
の
変
更
が
可
能
な
時
期 

※
⑥
行
為
着
手
の
30
日
前
ま
で

に 

③
届
出 

適 合 

不適合 
従わない場合 

※⑥は、⑤の後は 

即着手可能 

種類 施設名 

景観重要道路 

○ 国道495号 

○ 県道75号、401号、69号、300号  ○市道東郷橋・宮田線、神湊線 

（七又峠から宮田橋、東郷橋を経由し神湊港渡船ターミナルまでの区間） 

○ 市道田熊68号線、市道東郷駅前線、県道513号、529号 

（東郷駅宗像大社口駅前広場から亀石橋までの区間） 

○ 県道541号  ○市道大小路線、谷線、谷中津和瀬線、岩瀬原線 

（大島港渡船ターミナル・中津宮・沖津宮遙拝所を結ぶ区間） 

景観重要河川 ○ 釣川（東郷橋から河口までの区間） 

景観重要海岸 

○ 江口地区海岸  ○鐘崎地区海岸  ○井牟田地区海岸 

○ 岩瀬地区海岸  ○津和瀬地区海岸 

景観重要港湾 ○ 大島港 

景観重要漁港 

○ 沖の島漁港  ○大島漁港    ○地島漁港（泊地区・豊岡地区） 

○ 神湊漁港    ○鐘崎漁港 

 

＜ 景観重要公共施設の指定 ＞ 


